
諸外国で使用されている特殊免疫グロブリン製剤の現状
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フインランド
2002年まではドナ-に免疫して作ってt,1たが1 2003年からはZLB

Behring社から購入

2002年からSanquin製が100%

ドイツ
ZLB Behring製--Rhophylac,,が市場の88%を占め, Baxterが12%を

占めるo

ZLB BehringのTetagamが94%,残りをBaxter

が占めるc

オ-ストリ- ZLB Behring製75%- B批ter 25%1 Baxter98%l ZLB Behring 2%

スイス zLB Behring製LくRhophylac,,100% 干明

イタリ- Kedrion42%, ZLB Behring 製6%, Baxter 52% 最も多い消費国であるo Kedrion30%,LBaxter

8%, Grifols 44%, ZLB Behring 18%

スペイン lZLB Behring製一ERJLOPhylac,,71%1 Grifols 29% Grifols 97% zLB Behring 3%

Ortho lOO%
ベルギ-

ZLBベ-リングのrrTetagam.1

ワクチン接種で需要が減っている

フランス

1998年以来供血者-のRh抗原の免疫に積極的に取り組んでい

るが,過免疫血旋の供給量は国内自給の達成には満たないo LFB

く生物製剤研究所1が血紫あるいは中間製晶より分画しLくNalead,, -

低酸処理静注用凍結乾燥抗RhくDl製剤を製造o世界的には筋注

製剤が使用されているが.フランスでは静注用製剤が使われてい

たoしかしLFBのくtNatead,,は徐々に廃止され2005年は38%になり,

ZLB Behring,のEERhophytacl,を供袷しても1るく62%1 o

LFB製GammaTetBnOS250単位, sID処理綬状

筋注製剤

オランダ

オランダの血紫分画事業はオランダ血液供給財団くsanquLnlが行っ

ておりl免疫を引き受けてくれる自発的供血者くボランテアlから必要

な血衆を調達して製造しているo Sanquinが58%l ZLB Behringが

42%

抗破傷風菌免疫グロプリン製剤市場もSanq血が

自国の血賂から製造し供給しているo

英国

自国のバイオプロダクト研究所くBPLlのSD処理グロプリン69%,

Baxter製くくpartobulln,,とZLB Behring製-ERophylac,,が31 %を占め

ている.抗RhDモノクロ-ナル抗体の開発に取り組み. 2000年代前

半に臨床試験が始まったが完成せず, LifTe nerapeutlCS社くオ-

ストラリア.米国Iに製晶の権利を譲渡ロ

BPL製造抗破傷風菌免疫グロプリン

オ-ストラリア

ARCBS血液センタ-がドナ--の免疫付与あるt, 1は抗体価の高い

ドナ-からの血妹を採取してCSLに製造委託, 2006年までは-部

輸入していたが, 2007年は自国の血紫で自給

自国の血凍でCSLに製造委託

カナダ

カナダのCangene社で過免疫ドナ-から血凍を採敢し,製造q

Cangene製100%

不明

串参考

C.日本I

べネシス.日本製薬が海外の原料血紫を用いて製造 ベネシス.化血研,日本製薬が海外の原料血碇

を用いて製造oおよびZLB Behring製
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